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 ＊開催日：令和 6 年 9 月 3 日（火） 

 ＊会 場：津水町公民館【サロン笑びす】 

 ＊内 容：①「在宅医療ってなぁに？」 

      ②「介護保険サービスを利用する」 

      ③「かかりつけ医で安心を！」 

      ④「その時に備えて」 
 

 (1)性別・年齢                     (2)現在、誰と住んでいますか      

          
  

(3)介護が必要になった場合について、          (4)自分や家族の望む医療や介護について、 

家族と話し合ったことがありますか              家族と話しあった方がよいと思いますか 

        
 

(5)出来れば介護は家族でする方が            (6)介護が必要になったとき、 

望ましいと思いますか             家族の世話になりたくないと思いますか 

           

参加者数 16 人 

 
16 人 

回収率 100％ 

アンケート
回答者数

第 25 回「医療と介護のお気軽座談会」アンケート集計 
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(７)あなたが介護が必要になったとき、どこで過ごしたいですか 

        
 

   自宅で過ごしたい 

・自由がある。 

・住み慣れた環境で過ごしたい。 

・自分がやりたいこと（花の世話、音楽〈歌・ピアノ〉、など自由にやりたい）。友人が自由に来てくれるから。 

・金銭的なこともありますが、住み慣れた所で自由に過ごしたい。 

 

病院・医院に入りたい 

・自宅が望ましいが、負担を考えると病院になる。 

 

  施設に入りたい 

・別棟に子供がいるが、子供に世話になりたくない。 

・家族に迷惑をかけたくない。 

 

(８)家族が介護が必要になったとき、どのようにしたいですか 

     

 

     自宅で過ごさせたい 

 ・子どもと一緒にやれると思うから。 
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(9)本日の講演は参考になりましたか           (10)特に参考になった講演はどれですか（複数回答可）                                

              

 

 

【ご意見・ご感想】 

・人間は必ず最後の時を迎える。前向きに目的をもって生きることが大切。 

 

・現在は二人元気ですけど、いずれ介護される時が来ると思うので、その時の参考になりました。 

 もう一つは弟が介護状態に最近なったので、資料がとても参考になりました。 

 今日いただいたパンフレットを教えてやれそうで良かったです。有り難うございました。 

 

・終末期になった時の（もしもの時の）話し合いなど、お互いにすぐ分かるように話し合い、確認をしておかないとい

けないと思いました。夫婦で聞いていてよかったと思いました。 

 

 

 


